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触媒研究に赤外分光法を用いる際は、多くの場合キャラクタリゼーションの一環として、プローブ分子の吸着に

よる定性分析にとどまっている。例外的に、固体酸触媒に対してピリジンを用いたルイス酸点とブレンステッド酸

点の定量があるが、キャラクタリゼーションの域を脱しない。そこで講演では、触媒反応のダイナミクスを理解す

るための赤外分光解析法の利用法について詳しく述べる。具体的には、定量分析による熱力学的考察や、反応

機構の推定に関する研究例を示し、同手法の有用性を紹介する。 
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